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【敬称略】

◎会長　○副会長

連絡先
☎・有線 82－4407
☎・有線 82ー6664
☎・有線 82－4488
☎・有線 82－5579
☎　　   82－7587
☎　　   82－7781
☎・有線 82－3868
☎・有線 82－5295
☎　　   82－1326
☎・有線 82－6865
☎・有線 82－2837
☎・有線 82－4703
☎・有線 82－3770
☎・有線 82－3584

組合
鼠３乙

新地６東
８
15

18 －２
４
４
４
３
３
３
６
５
４

氏名
宮澤 武彦
母袋 道也
宮嶋 和男
成澤 孝雄
中村 正雄
髙橋 堅司
栁澤 昌明
中沢 　誠
千野 正男
滝沢 孝男
滝沢 幸男
大池 義高
大森 茂彦
富山 一郎

鼠
新　地
金　井
入横尾
町横尾

泉
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田　町
横　町
立　町
込　山

区名
○

◎

○

連絡先
☎　　   82－7191
☎・有線 82ー6039
☎・有線 82－5363
☎　　   82－4737
☎　　   82－2212
☎　　   82－5997
☎・有線 82－2375
☎・有線 82－4590
☎　　   82－2898
☎・有線 82－3281
☎・有線 82－4757
☎　　   82－1471
☎　　   82－8523

組合
２
２
４
２
１
４
４
１

堀上
五明上手

島第一
小網

４

氏名
石倉 謙一
春日 数萬
西沢 基雄
山本 �政
小塚 卓也
田村 　喬
後藤 敏一
千野 英敏
金子 敏夫
山城 賢一
栁澤 　哲
安藤 修治
川上 達男

旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
網　掛
上五明
上　平
小　網
月　見

区名

○

○

受 付 情 報 担 当 課

事業者の方
・消費税の転嫁拒否等の行為
　（買いたたき・減額など）

・産業振興課商工観光係
　内線153　有線88-1039
・建設課管理係（建設業の方）
　内線174　有線88-1041

消費者の方
・消費税の転嫁を阻害する表示行為
　（「消費税還元セール」などの表示）
・消費税の表示に関するもの
　（総額表示・外税表示など）

消費税制度に関するもの

・住民環境課生活安全係
　内線124　有線88-1024

・総務課税務係
　内線124　有線88-1024

電話番号　８２－３１１１（町役場代表）
受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）

※町では個別事案の情報を受け付けたときは、
当該事案の情報を町から国へ通知します。

（調査・指導については、権限を有する国の
担当機関で実施します。）

　左表の受付情報全てに関して「消
費税価格転嫁等総合相談センター」
においても直接相談できます。
・専用ダイヤル
　０５７０－２００－１２３
　平日午前９時～午後５時
　(３・4月は土曜日も受付)
・ＵＲＬ（24時間受付）
　http://www.tenkasoudan.go.jp

行政協力員（区長）さんをご紹介します平成26年の

消費税  ４％

地方消費税  １％
５％ ８％ 消費税  ６．３％

地方消費税  １．７％

※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提供等の国内取引や外国貨物の
引き取りに対して課税される都道府県税です。

※消費税率 10％（消費税 7.8％・地方消費税 2.2％）への引上げは、改めて経済状況などを総合的に勘案した検討が行われます。

引上げ分の
消 費 税 収

待機児童の解消、医療介護サービスの充実など

年金国庫負担２分の１等
後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う社会保障支出の増

社会保障の充実

社会保障の
安定化

全 額 を
社会保障
財 源 化

財 政 健 全
化 に 一 定
の 寄 与

　増加し続ける社会保障経費の安定、充実を図るため、平成 26 年４月から消費税・地方消費税が５％から８％へ引き
上げられます。
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　平成 26 年１月１日（基準日）現在において坂
城町に住民登録がされている方で、平成 26 年度
分の町民税（均等割）が課税されない方
が対象です。
※ただし、その方を扶養している方が課税され

ている場合や、生活保護制度の被保護者と
なっている場合などは対象外です。

※老齢基礎年金や児童扶養手当等の受給者は

　５千円 が加算されます。

平成 26 年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方

医療費の自己負担割合が変わります
　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
医
療

機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合
は
、

原
則
２
割
で
す
が
、特
例
措
置
で
こ

れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ
れ
、平

成
26
年
４
月
か
ら
は
、平
成
26
年
４

月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
か
ら
段
階
的
に
２
割
負
担
と

な
り
、平
成
31
年
に
は
70
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
全
体
が
２
割
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、平
成
26
年
４
月
１
日
以

前
に
70
歳
を
迎
え
て
い
る
方
は
引
き

続
き
特
例
措
置
の
対
象
と
な
り
、現

役
並
み
所
得
者
の
方
は
、３
割
負
担

の
ま
ま
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
９

給付対象者１人につき１万円

　「臨時福祉給付金」は、平成 26 年４月から消費税率が８％に引き上げられることに伴い、所得の低い方へ
の影響を考慮して暫定的・臨時的な措置として支給される給付金です。１月下旬に各世帯に郵送した町県民
税の申告書に、給付金についてのお知らせなどを同封してありますのでご確認ください。

◎問い合わせ先　福祉健康課 福祉係　☎８２－３１１１（内線１３２・１３６）有線８８－１０２６・８８－１０２８
　　　　　　　　厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/

現役並みの所得がある方

平成26年４月２日
以降に70歳の

誕生日を迎える方

誕生日が
昭和19年４月２日

以降の方
70 歳の誕生日の翌月から
（ただし各月１日生まれ
の方は当月から）

平成26年４月１日までに
70歳の誕生日を迎えた方

誕生日が
昭和19年４月１日以前の方

（
特
例
措
置
）

①「申請書送付申込書」を提出
申請書の送付を希望される場合は、町県民税の申告書に
同封した「申請書送付申込書」に必要事項を記載して、町
へご提出ください。

②町から「申請書」が届きます（６月以降）
給付金の対象判定は、「申請書送付申込書」の「税情報の利
用」への同意により、平成 26 年度分の町民税課税決定後
に行います。対象の方には申請書を送付します。

③申請書の記入・提出（７月～９月の予定）
必要事項を記載して、町へご提出ください。

④給付金の支給（10 月以降の予定）
支給審査の結果、給付金が支給されます。

※申請時期などは決定次第お知らせします。
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待
望
の「
坂
城
町
の
歌
」と
、ゆ
る

キ
ャ
ラ「
ね
ず
こ
ん
」が
町
を
紹
介
す

る「
ね
ず
こ
ん
の
歌
」が
作
曲
家
安
藤

由
布
樹
先
生
の
手
に
よ
り
出
来
上
が

り
、次
の
と
お
り
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
８
日（
土
）午
後
３
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容
　
作
詞
者
の
表
彰
、「
坂
城
町
の

歌
」制
作
実
行
委
員
会
か
ら
町
へ
曲

の
贈
呈
を
行
っ
た
あ
と
、坂
城
コ
ー

ラ
ス
と
小
学
生
に
よ
る
歌
唱
指
導
に

よ
り
全
員
で
歌
い
ま
す
。

　「
坂
城
町
の
歌
」は
、文
化
協
会
創
立

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
歌

詞
の
公
募
、安
藤
先
生
に
曲
作
り
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、北
海
道
札
幌

市
の
朝
倉  

修
さ
ん
が
応
募
し
た
歌
詞

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ね
ず
こ
ん
の
歌
」は
、唯
一
小
学
生

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
歌
詞
の
か
わ
い
ら

し
さ
に
、安
藤
先
生
が
目
を
と
め
ら
れ

特
別
賞
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
だ
い

た
も
の
で
、作
詞
者
は
坂
城
小
学
校
４

年
生
の
深
町 

悠
さ
ん
で
す
。

セシウム134

セシウム137

合計

測定値（ベクレル/kg）

※放射性ヨウ素は不検出でした
基準値　8,000 ベクレル /kg（合計）
採取日　１月７日（火）
測定機関　㈱科学技術開発センター

◎問い合わせ先
　葛尾組合　☎・有線８２－２３４９

飛灰

不検出

24

24

主灰

不検出

不検出

不検出

放射性物質

　葛尾組合の焼却灰中の飛灰、主灰に含まれる
放射性物質の測定結果は下表のとおりです。
　測定結果から、放射性ヨウ素は不検出、セシ
ウムについて、飛灰は合計 24 ベクレル／㎏、
主灰は不検出で、国が定める基準値 8,000 ベ
クレル／㎏を大幅に下回りました。安全性が確
認され、施設の運営上の問題はありませんが、
今後も定期的に測定を行っていきます。

　買い物にお困りの方、不便を感じている方をサポートする
ためのイトーヨーカドー移動販売車「あんしんお届け便」が、

３月３日（月）から 下表の日程で運行されますのでご利
用ください。
※今回の変更に伴い、中之条公民館での販売を開始し、月

見区集会所での販売は終了させていただきます。

◎問い合わせ先
・イトーヨーカドー  アリオ上田店　☎２７－６６１１ 
・産業振興課商工観光係　☎８２－３１１１（内線１５３）
　　　　　　　　　　　　有線８８－１０３９

時　間 月曜日 木曜日
９：45～10：15
10：30～10：50
11：10～11：40
12：00～12：30
14：00～14：30
14：30～15：00
14：45～15：05
15：20～15：50
15：25～15：45

泉区公民館

入横尾公民館

中之条公民館

四ツ屋公民館

南日名公民館

―

御所沢区民広場

―

北日名公民館

―
―
―
―
―

坂木宿ふるさと歴史館駐車場
―

四ツ屋公民館
―

葛尾組合焼却灰中の放射性物質測定

基準値を大幅に下回る



時　間
午前　9:20 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:50

　　 10:00 ～ 10:10

　　 10:20 ～ 10:30

　 　10:40 ～ 10:50

　　 11:00 ～ 11:10

　　 11:20 ～ 11:30

　　 11:40 ～ 12:00

午前　9:15 ～  9:25

　　  9:35 ～  9:45

　　  9:55 ～ 10:05

　　 10:15 ～ 10:25

　　 10:35 ～ 10:45

 　　10:55 ～ 11:05

　　 11:15 ～ 11:25

 　　11:35 ～ 11:45

　　 11:50 ～ 12:00

午前　9:15 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:55

　　 10:05 ～ 10:15

　　 10:25 ～ 10:35

　　 10:45 ～ 10:55

　　 11:05 ～ 11:15

 　　11:25 ～ 11:35

　　 11:45 ～ 12:00

午前  9:15 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:55

　　 10:05 ～ 10:15

　　 10:25 ～ 10:40

 　　10:50 ～ 11:00

  　 11:10 ～ 11:20

 　　11:35 ～ 11:50

　　 12:00 ～ 12:10

場　所
北日名公民館前
南日名公民館前
旭ヶ丘公民館前
大宮公民館前
虹のホールさかき駐車場
田町十王堂
御所沢資源物収集所前
四ツ屋神明神社
苅屋原泉徳寺北側駐車場
隣保館前
ふるさと歴史館駐車場
上五明公民館前
月見区集会所前
小網公民館前
網掛公民館裏
ふれあいセンター（上平公民館）前
上平区民会館前
鼠公民館裏
南条集会所駐車場
金井麦大豆生産振興センター
町横尾公民館前
文化の館駐車場
入横尾公民館前
泉区公民館前
中之条公民館前
鼠公民館裏
南条集会所駐車場
泉区公民館前
中之条公民館前
四ツ屋神明神社
虹のホールさかき駐車場
ＪＡちくま村上店駐車場
月見区集会所前

４月
　10日（木）

実施日 新
規
登
録
と
集
合
注
射
日
程
表（
変
更
の
場
合
あ
り
）

４月
　23日（水）

５月
　14日（水）

５月
　18日（日）

　
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い

た
時
に
は
、声
を
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。も
し
も
つ
ら
い

気
持
ち
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
時

に
は
、焦
ら
ず
話
を
よ
く
聞
い

て
、必
要
が
あ
れ
ば
医
療
機
関

や
相
談
窓
口
に
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
。自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
あ

な
た
が
で
き
る
大
切
な
こ
と
で

す
。

身
近
な
相
談
窓
口

・
坂
城
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―
３
１
１
１

　（
内
線
５
１
２
）

　
有
線
８
８―
１
０
４
７

・
長
野
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
２
５―
９
０
４
５

・
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

１
８
１
０

右
記
窓
口
の
受
付
時
間

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

　
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
が
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
、

身
近
な
人
が
自
殺
を
考
え
て
い
る
様
子
が
あ
る
が
ど
う
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
・
・
・
。
そ
ん
な
時
は
、
身
近
な
地

域
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、生
後

91
日
以
上
の
犬
に
は
、飼
犬
の
登

録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

料
金

・
新
規
登
録
の
犬
　
６
３
１
０
円

　（
登
録
手
数
料
、予
防
注
射
料
金
、

注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

・
登
録
済
み
の
犬
　
３
３
１
０
円

　（
予
防
注
射
料
金
、注
射
済
票
交

付
手
数
料
）

　
登
録
済
み
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
交
付
申
請
書（
ハ
ガ
キ
）を
３

月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

注
射
の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射

が
困
難
な
場
合
は
、獣
医
師
の
猶

予
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、左
記
の
日
程
で
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※

飼
い
主
や
所
在
地
の
変
更
、犬

の
死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

届
出
が
必
要
で
す
。住
民
環
境

課
に
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※

犬
の
フ
ン
に
よ
る
苦
情
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。散
歩
の

際
は
、ス
コ
ッ
プ
、袋
な
ど
を
持

参
し
て
、飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８
―
１
０
２
５

　あすなろの会は、大切な家族を自死で
失った方が、安心して気持ちを語り合え
る場で、秘密は堅く守られます。
　会場や開催日などは下記までお問い
合わせください。
※家族を自死で亡くされた方（自死され

た方の親、配偶者、兄弟、子）に限定し
ています。対象者以外の方の参加はご
遠慮ください。

◎申込・問い合わせ先
　長野県精神保健福祉センター
　☎０２６－２２７－１８１０
　平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分

自死遺族交流会
「あすなろの会」

5
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１
月
18
日（
土
）、坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
で
、ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
、ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー

ジ
エ
コ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　 「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
エ
コ
ー
」

と
は「
生
涯
に
こ
だ
ま
す
る
」と
い

う
意
味
で
、生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
記
念
す
べ
き
20
回
目
を
数

え
、「
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
の
祭
典
」と

題
し
て
、東
京
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
合

奏
団（
指
揮…

山
岸
宜
公
さ
ん
）と

ソ
プ
ラ
ノ
の
鈴
木
江
美
さ
ん
に
演

奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
曲
目
は
、ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
作
曲
の
オ
ペ
レ
ッ
タ「
こ
う
も

り
」序
曲
や「
春
の
声
」、レ
ハ
ー
ル

作
曲
の「
金
と
銀
」「
ヴ
ィ
リ
ア
の

歌
」な
ど
。合
奏
団
の
素
晴
ら
し
い

演
奏
と
鈴
木
さ
ん
の
美
し
い
歌
声

に
会
場
全
体
が
引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に

役
立
つ
力
を

小
中
学
生
Ｉ
Ｃ
Ｔ
生
涯
学
習

　２月１日（土）、２日（日）の２日間、ＩＣＴ（※）生
涯学習事業の一環として、坂城中学校のパソコン室
で小中学生を対象としたプログラミング学習講座
が行われました。
　これは、子どもたちがＩＣＴを身につけ、その技
術を活用または開発するための能力や、コミュニ
ケーション能力などを育成するために行われてい
ます。
　今回は小中学生 20 名が参加して、「ドリトル」と
いうプログラミング言語を使い、パソコン画面上に

「カメ」を現して動かすなど、コンピュータでのゲー
ムやデザイン作りの基本について学びました。
※Information and Communication Technology の略で、
　情報通信技術のこと

　 

２
月
８
日（
土
）、文
化
セ
ン

タ
ー
で
、さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学

教
養
講
座
が
開
か
れ
、長
野
県
地

名
研
究
所
所
長
の
滝
沢
主
税
さ
ん

に
、「
坂
城
町
の
字
境
図
を
め
ぐ
っ

て
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　「
字
」と
は
、集
落
な
ど
の
土
地

ご
と
に
付
け
ら
れ
た
地
名
の
こ
と

で
す
。滝
沢
さ
ん
は
、さ
か
き
歴
史

同
好
会
が
県
の「
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
」を
活
用
し
て
編
集
・

発
行
し
た『
ふ
る
さ
と
坂
城
の
地

名
』を
紹
介
し
、字
名
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、「
字

な
ど
の
古
く
か
ら
の
地
名
は
、文

化
や
伝
統
を
背
負
っ
て
い
る
も
の

で
、忘
れ
ら
れ
た
り
、無
く
な
る

と
、そ
の
文
化
や
伝
統
も
消
え
て

し
ま
う
も
の
。も
っ
と
大
切
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」と
、講
演

を
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

さかきふれあい大学教養講座　滝沢主税さん講演

古くからの地名に想いを馳せて

第 20回ライフ・ステージエコー

新年を祝う美しい演奏と歌声

あ
ざ
か
い
ず

ソプラノ  鈴木江美さん

滝沢主税さん
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初
冬
の
11
月
30

日
、坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
に
お
い

て「
女
と
男
ふ
れ

あ
い
さ
か
き
２
０

１
３
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
、基
調
講
演
は
独
立
行
政
法

人
国
立
女
性
教
育
会
館
理
事
長
、内
海

房
子
氏
に「
女
性
の
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
」と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。内
海
氏
は
大

学
卒
業
と
同
時
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

出
会
い
、家
か
ら
通
え
る
場
所
に
あ
っ

た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
入
社
。１
９
７
０
年
代
は

長
く
働
く
女
性
は
少
な
く
、管
理
職
は

皆
無
で
し
た
。入
社
し
て
12
年
で
主
任

に
、そ
の
後
４
年
半
の
短
期
間
で
人
事

課
の
課
長
に
就
任
さ
れ
、活
躍
の
場
を

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。１
９
８
６
年
に
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
、１
９

９
９
年
に
は
男
女
共
同
参
画

基
本
法
が
施
行
さ
れ
、女
性

も
男
性
と
対
等
の
立
場
で
社

会
の
構
成
員
と
し
て
力
を
発

揮
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
現
実
は
厳
し
く
、

国
際
比
較
か
ら
見
て
も
日
本

女
性
の
管
理
職
は
１
割
し
か

な
く
、他
の
国
か
ら
み
て
、

一
歩
も
二
歩
も
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。２
０
１
３
年
、安
倍
総
理

に
よ
る
成
長
戦
略
の
中
で
は「
現
在
最

も
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
人
材
は
女
性

で
あ
り
、２
０
２
０
年
ま
で
に
、女
性
の

活
躍
で
指
導
的
地
位
に
占
め
る
割
合
を

30
％
以
上
と
す
る
」と
い
う
目
標
に

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、多
く
の
女
性

は
仕
事
か
育
児
か
の
二
者
択
一
の
現
実

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　
第
２
部
で
は
、「
女
性
の
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、町
内
の
女

性
経
営
者
３
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。佐
藤

洋
子
氏（
力
石
化
工
㈱
社
長
）、西
澤
孝

枝
氏（
㈱
西
澤
電
機
計
器
製
作
所
社

長
）、西
澤
て
る
氏（
味
ロ
ッ
ジ
㈱
社
長
）

に
内
海
房
子
氏
を
交
え
、、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
山
村
弘
町
長
が
務
め
ま
し

た
。３
名
の
社
長
の
皆
様
は
女
性
が
活

躍
で
き
る
職
場
作
り
や
、結
婚
、出
産
、

育
児
、介
護
な
ど
、当
た
り
前
の
事
と
し

て
前
向
き
に
取
り
組
み
、そ
の
都
度
対

応
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、共
に

苦
労
を
す
る
こ
と
で
未
来
に

向
か
っ
て
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
内
海
氏
は「
迷
っ

て
い
る
女
性
の
背
中
を
押
し

て
欲
し
い
。そ
し
て
、自
分
の

力
に
自
信
を
持
っ
て
未
知
の

世
界
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。」

と
結
び
、期
待
通
り
の
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
活
躍
を

　
　企
業
の
力
に
し
よ
う

千
野

　里
い

　
１
月
21
日
、坂
城
町
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、町
長
、

教
育
長
の
出
席
の
も
と
、町
政
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。沢
山

の
意
見
、質
問
の
中
か
ら
主
な
内

容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
町
長
の
挨
拶
の
中
か
ら
、「
議
論

ば
か
り
で
は
な
く
実
行
す
る
こ
と

か
ら
」と
の
お
話
が
あ
り
、意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
高
齢
者
施
設
の
入
所
待
ち
、自

宅
介
護
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

著
し
い
高
齢
化
の
進
展
の
中
で
、

大
変
悩
ま
し
い
問
題
。支
援
施

策
等
に
つ
い
て
は
、昨
年
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
役

場
に
置
き
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
体
制
も
整
え
て

い
る
。

○
町
内
に
空
き
家
が
多
く
、有
害

獣
や
草
木
の
繁
茂
、防
犯
上
の

問
題
に
つ
い
て
は
、空
き
家
マ
ッ

プ
は
町
と
し
て
未
作
成
な
の
で

関
係
課
の
連
絡
調
整
を
図
り
た

い
。

○
町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
は
、手
す
り
、グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
設
置
な
ど
順
次
拡
大
し
た
い
。

○
婦
人
消
防
隊
の
役
割
に
つ
い
て

は
、こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要

か
つ
大
事
な
組
織
で
、日
頃
の

訓
練
が
成
果
に
繋
が
っ
て
い
る
。

○
女
性
の
雇
用
対
策
検
討
委
員
会

な
る
も
の
が
必
要
で
は
？
に
つ

い
て
は
、子
ど
も
に
接
す
る
時

間
を
増
や
せ
る
よ
う
、町
労
務

管
理
協
議
会
等
と
情
報
交
換
を

行
い
、連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

○
坂
城
駅
周
辺
の
駐
車
場
の
不
足

に
つ
い
て
は
、Ｂ
Ｉ
プ
ラ
ザ
の
駐

車
場
を
、長
時
間
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、送
迎
用
と

し
て
数
台
分
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

○
高
速
バ
ス
停
用
の
駐
車
場
が
満

車
の
と
き
が
あ
り
、足
り
な
い

の
で
は
と
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
で
調
査
を
行
う
。

○
祖
父
母
参
観
日
の
と
き
、昔
の

生
活
や
遊
び
の
話
を
し
て
子
ど

も
と
接
し
た
い
と
の
意
見
に
つ

い
て
は
、学
校
側
と
相
談
す
る
。

○
地
域
の
子
ど
も
と
の
係
わ
り
に

つ
い
て
は
、挨
拶
の
大
切
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
い
る
。

地
域
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る

の
は
あ
り
が
た
い
。

　　
町
長
か
ら
冒
頭
で
３
年
毎
の
実

施
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
が

反
映
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　消費税が引き上げられます。私たちの生活に直接響く品々の値上がりには困ったものです。年頭で県内
中小企業の経営者たちは業績の見通しが不確実ではあるが、賞与などの一時金のアップを考えておられ
るとか。期待しましょう。そして無駄な出費を抑え、知恵を使って生活の向上を目指しましょう。

ひ
と

ひ
と

町
政
懇
談
会

　
　
　
　
　
　

  

朝
倉
妙
子

内海房子氏

パネルディスカッション

発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会
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I N F O R M A T I O N

　
恒
例
の
美
術
展
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
　
３
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

展
示
内
容
　
絵
画
、書
道
、華
道
、写

真
、小
中
学
生
の
書
初
め（
優
秀

作
品
）、坂
城
高
校
美
術
部
作
品

入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
文
化
協
会  

柳
沢
知
夫
さ
ん

　
☎
・
有
線
８
２―

５
８
４
１

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
！
こ
の
地
域
の

障
が
い
者
支
援
の
状
況
」

　
千
曲
・
坂
城
地
域
自
立
支
援
協
議

会
各
専
門
部
会
か
ら
の
報
告
や
、各

事
業
所
か
ら
活
動
の
紹
介
が
あ
り

ま
す
。

日
時
　
３
月
15
日（
土
）

・
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

・
開
会
　
午
前
10
時

　
　
　
　（
約
２
時
間
程
度
）

場
所
　
千
曲
市
総
合
観
光
会
館

内
容

 

・「
こ
の
地
域
の
障
が
い
者
支
援
の

課
題
」

 

・「
こ
の
地
域
の
障
が
い
者
支
援
の

現
場
か
ら  

〜
私
た
ち
は
こ
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
」

※

会
場
内
に
て
福
祉
事
業
所
の
製

品
販
売
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　《
協
議
会
事
務
局
》千
曲
坂
城
障

が
い
者（
児
）相
談
支
援
室

　
☎
０
２
６―

２
７
５―

０
５
４
８

　
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
で
の
障

害
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、講
演

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
２
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）

講
師

　番
馬
一
雄
氏
（
長
野
県
危

機
管
理
課
防
災
指
導
員
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
８
２―

８
７
０
２

　
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

で
は
、２
０
１
５
年
３
月
卒
業
の
大

学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門

学
校
生
及
び
既
卒
３
年
以
内
の
方

を
対
象
に
合
同
企
業
説
明
会（
14
社

参
加
）を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
、説

明
会
の
他
に
、工
場
見
学
会（
要
事

前
予
約
）や
就
職
活
動
に
役
立
つ
講

座
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
10
日（
月
）

・
工
場
見
学
会

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
就
職
活
動
講
座

　
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・
企
業
説
明
会

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

　
☎
・
有
線
８
２―

０
０
１
０

　
肩
こ
り
や
腰
痛
、疲
れ
が
抜
け
な

い
な
ど
体
に
お
悩
み
の
方
、ス
ト

レ
ッ
チ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
参
加
希
望
の
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
　
４
月
〜
６
月
の
月
２
回
の

火
曜
日（
計
６
回
）

時
間

　午
後
７
時
〜
８
時

場
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

受
講
料

　１
５
０
０ 

円

申
込
期
限

　３
月
31
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
及
び
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い（
介
護
保
険
料
は
、コ

ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。

３
月
分
の
口
座
振
替
は
、３
月
31
日

（
月
）に
指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し

ま
す
の
で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、３
月
19
日（
水
）

ま
で
に
下
記
へ
ご
連
絡
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
長
野

県
最
低
賃
金
は
、時
間
額
７
１
３
円

で
す
。

※

特
定
の
産
業
に
は
、産
業
別
の
特

定
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
６―

２
２
３―

０
５
５
５

　
町
で
は
、大
学
・
高
校
に
在
学
ま

た
は
、職
業
訓
練
機
関
に
入
所
し
て

い
る
方
で
、次
の
要
件
を
備
え
て
い

る
場
合
は
、奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

出
願
書
類
は
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

①
受
給
者
ま
た
は
親
権
者
が
坂
城

町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
能
力
が
あ
り
、品
行
方
正
で
あ
る

こ
と

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
、修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

④
日
本
育
英
会
ほ
か
、こ
れ
に
類
す

る
団
体
か
ら
別
に
学
資
等
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

給
与
額
　
月
額
５
０
０
０
円

出
願
期
間
　
４
月
15
日（
火
）ま
で

◎
出
願
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
２

　
長
野
広
域
連
合
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
は
に
し
な
寮
」で
は
、嘱
託
介
護

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

業
務
内
容
　
入
所
者
の
食
事
、入
浴
、

排
泄
介
助
な
ど

募
集
要
件
　
２
級
ヘ
ル
パ
ー
以
上

の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
場
所
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
は
に
し
な
寮

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
か
ら（
月
５

回
程
度
の
夜
間
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間
　
１
日
８
時
間

賃
金
　
月
額
１
４
８
，５
０
０
円
か
ら

手
当
等
　
賞
与
、通
勤
手
当
、夜
勤

手
当
、資
格
手
当
等

応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、３
月
17
日（
月
）ま
で

に
、は
に
し
な
寮
へ
持
参
又
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
広
域
連
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
は
に
し
な
寮  

庶
務
係

　
☎
・
有
線
８
２―

２
２
３
６

　　
町
及
び
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、農
業
振
興
及
び
遊
休
農
地
対

策
の
一
環
と
し
て
、フ
ァ
ミ
リ
ー
農

園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
づ
く
り
の
経
験
が
無
い
方

で
も
大
歓
迎
で
す
。こ
の
機
会
に
、

農
園
を
利
用
し
て
野
菜
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
農
園

・
金
井
農
園
（
南
条
地
区
）

・
中
之
条
農
園
（
中
之
条
地
区
）

・
栗
田
農
園
（
坂
城
地
区
）

・
岡
の
原
農
園
（
坂
城
地
区
）

・
上
五
明
農
園
（
村
上
地
区
）

区
画
面
積
・
利
用
料

　
１
区
画
50 

㎡  

年
額
２
７
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
０

　
原
木
き
の
こ
生
産
組
織「
お
〜
い

原
木
会
」と
、さ
か
き
地
場
産
直
売

所「
あ
い
さ
い
」で
は
、し
い
た
け
の

駒
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
。大
勢

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
22 

日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
　
　「
あ
い
さ
い
」

内
容
　
長
さ
90 

㎝
の
原
木
５
本
分

の
し
い
た
け
駒
打
ち

参
加
費
　
１
人
２
５
０
０ 

円

募
集
人
数
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
３
月
14
日（
金
）

※

町
内
外
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。親
子
で
の

参
加
も
大
歓
迎
。

※

当
日
は
、き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。駒
打
ち
し
た
原
木

は
、そ
の
場
で
お
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　「
あ
い
さ
い
」

　
☎
７
５―

８
２
６
７

国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
３
月
31
日（
月
）

　公益財団法人日本刀文化振興協会主催による「長野県の学
芸員のための日本刀講座」が開催されます。
　「日本刀概論」や「日本刀鑑定の基礎知識」などの講義と「日
本刀の鑑賞方法」などの実習を計画しています。県内の美術
館・博物館の学芸員を対象に行われる講座ですが、町民の皆
さんも聴講や見学ができますので、お気軽にご参加ください。

時　間 内　　　　容

午前10時

午前11時

午後１時

午後２時

午後３時

講義「日本刀概論」

講義「銃刀法についての留意点」

講義・実演「日本刀の研磨の技法」

講義・実演「鎺（はばき）の役割と白銀師の仕事」

講義・実演「鞘（さや）、拵（こしらえ）の製作技法」

◎問い合わせ先　鉄の展示館　☎・有線８２－１１２８

げ
ん
き

時　間 内　　　　容

午前９時

午前10時

午後１時

午後３時

講義「日本刀鑑定の基礎知識」

実技「日本刀の取り扱いと手入れ方法」

実技「日本刀の鑑賞方法」

実技「日本刀の採寸と調書の作成」

場所　中心市街地コミュニティセンター（鉄の展示館隣）
聴講・見学料　無料

◆３月 20 日（木）　午前９時～午後４時

◆３月 19 日（水）　午前 10 時～午後５時

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています

昨年の様子昨年の様子
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I N F O R M A T I O N

　
恒
例
の
美
術
展
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
　
３
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

展
示
内
容
　
絵
画
、書
道
、華
道
、写

真
、小
中
学
生
の
書
初
め（
優
秀

作
品
）、坂
城
高
校
美
術
部
作
品

入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
文
化
協
会  

柳
沢
知
夫
さ
ん

　
☎
・
有
線
８
２―

５
８
４
１

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
！
こ
の
地
域
の

障
が
い
者
支
援
の
状
況
」

　
千
曲
・
坂
城
地
域
自
立
支
援
協
議

会
各
専
門
部
会
か
ら
の
報
告
や
、各

事
業
所
か
ら
活
動
の
紹
介
が
あ
り

ま
す
。

日
時
　
３
月
15
日（
土
）

・
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

・
開
会
　
午
前
10
時

　
　
　
　（
約
２
時
間
程
度
）

場
所
　
千
曲
市
総
合
観
光
会
館

内
容

 

・「
こ
の
地
域
の
障
が
い
者
支
援
の

課
題
」

 

・「
こ
の
地
域
の
障
が
い
者
支
援
の

現
場
か
ら  

〜
私
た
ち
は
こ
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
」

※

会
場
内
に
て
福
祉
事
業
所
の
製

品
販
売
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　《
協
議
会
事
務
局
》千
曲
坂
城
障

が
い
者（
児
）相
談
支
援
室

　
☎
０
２
６―

２
７
５―

０
５
４
８

　
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
で
の
障

害
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、講
演

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
２
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）

講
師

　番
馬
一
雄
氏
（
長
野
県
危

機
管
理
課
防
災
指
導
員
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
８
２―

８
７
０
２

　
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

で
は
、２
０
１
５
年
３
月
卒
業
の
大

学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門

学
校
生
及
び
既
卒
３
年
以
内
の
方

を
対
象
に
合
同
企
業
説
明
会（
14
社

参
加
）を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
、説

明
会
の
他
に
、工
場
見
学
会（
要
事

前
予
約
）や
就
職
活
動
に
役
立
つ
講

座
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
10
日（
月
）

・
工
場
見
学
会

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
就
職
活
動
講
座

　
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・
企
業
説
明
会

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

　
☎
・
有
線
８
２―

０
０
１
０

　
肩
こ
り
や
腰
痛
、疲
れ
が
抜
け
な

い
な
ど
体
に
お
悩
み
の
方
、ス
ト

レ
ッ
チ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
参
加
希
望
の
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
　
４
月
〜
６
月
の
月
２
回
の

火
曜
日（
計
６
回
）

時
間

　午
後
７
時
〜
８
時

場
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

受
講
料

　１
５
０
０ 

円

申
込
期
限

　３
月
31
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

I N F O R M A T I O N

　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
及
び
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い（
介
護
保
険
料
は
、コ

ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。

３
月
分
の
口
座
振
替
は
、３
月
31
日

（
月
）に
指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し

ま
す
の
で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、３
月
19
日（
水
）

ま
で
に
下
記
へ
ご
連
絡
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
長
野

県
最
低
賃
金
は
、時
間
額
７
１
３
円

で
す
。

※

特
定
の
産
業
に
は
、産
業
別
の
特

定
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
６―

２
２
３―

０
５
５
５

　
町
で
は
、大
学
・
高
校
に
在
学
ま

た
は
、職
業
訓
練
機
関
に
入
所
し
て

い
る
方
で
、次
の
要
件
を
備
え
て
い

る
場
合
は
、奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

出
願
書
類
は
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

①
受
給
者
ま
た
は
親
権
者
が
坂
城

町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
能
力
が
あ
り
、品
行
方
正
で
あ
る

こ
と

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
、修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

④
日
本
育
英
会
ほ
か
、こ
れ
に
類
す

る
団
体
か
ら
別
に
学
資
等
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

給
与
額
　
月
額
５
０
０
０
円

出
願
期
間
　
４
月
15
日（
火
）ま
で

◎
出
願
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
２

　
長
野
広
域
連
合
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
は
に
し
な
寮
」で
は
、嘱
託
介
護

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

業
務
内
容
　
入
所
者
の
食
事
、入
浴
、

排
泄
介
助
な
ど

募
集
要
件
　
２
級
ヘ
ル
パ
ー
以
上

の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
場
所
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
は
に
し
な
寮

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
か
ら（
月
５

回
程
度
の
夜
間
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間
　
１
日
８
時
間

賃
金
　
月
額
１
４
８
，５
０
０
円
か
ら

手
当
等
　
賞
与
、通
勤
手
当
、夜
勤

手
当
、資
格
手
当
等

応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、３
月
17
日（
月
）ま
で

に
、は
に
し
な
寮
へ
持
参
又
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
広
域
連
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
は
に
し
な
寮  

庶
務
係

　
☎
・
有
線
８
２―

２
２
３
６

　　
町
及
び
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、農
業
振
興
及
び
遊
休
農
地
対

策
の
一
環
と
し
て
、フ
ァ
ミ
リ
ー
農

園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
づ
く
り
の
経
験
が
無
い
方

で
も
大
歓
迎
で
す
。こ
の
機
会
に
、

農
園
を
利
用
し
て
野
菜
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
農
園

・
金
井
農
園
（
南
条
地
区
）

・
中
之
条
農
園
（
中
之
条
地
区
）

・
栗
田
農
園
（
坂
城
地
区
）

・
岡
の
原
農
園
（
坂
城
地
区
）

・
上
五
明
農
園
（
村
上
地
区
）

区
画
面
積
・
利
用
料

　
１
区
画
50 

㎡  

年
額
２
７
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
０

　
原
木
き
の
こ
生
産
組
織「
お
〜
い

原
木
会
」と
、さ
か
き
地
場
産
直
売

所「
あ
い
さ
い
」で
は
、し
い
た
け
の

駒
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
。大
勢

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
22 

日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
　
　「
あ
い
さ
い
」

内
容
　
長
さ
90 

㎝
の
原
木
５
本
分

の
し
い
た
け
駒
打
ち

参
加
費
　
１
人
２
５
０
０ 

円

募
集
人
数
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
３
月
14
日（
金
）

※

町
内
外
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。親
子
で
の

参
加
も
大
歓
迎
。

※

当
日
は
、き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。駒
打
ち
し
た
原
木

は
、そ
の
場
で
お
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　「
あ
い
さ
い
」

　
☎
７
５―

８
２
６
７

国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
３
月
31
日（
月
）

　公益財団法人日本刀文化振興協会主催による「長野県の学
芸員のための日本刀講座」が開催されます。
　「日本刀概論」や「日本刀鑑定の基礎知識」などの講義と「日
本刀の鑑賞方法」などの実習を計画しています。県内の美術
館・博物館の学芸員を対象に行われる講座ですが、町民の皆
さんも聴講や見学ができますので、お気軽にご参加ください。

時　間 内　　　　容

午前10時

午前11時

午後１時

午後２時

午後３時

講義「日本刀概論」

講義「銃刀法についての留意点」

講義・実演「日本刀の研磨の技法」

講義・実演「鎺（はばき）の役割と白銀師の仕事」

講義・実演「鞘（さや）、拵（こしらえ）の製作技法」

◎問い合わせ先　鉄の展示館　☎・有線８２－１１２８

げ
ん
き

時　間 内　　　　容

午前９時

午前10時

午後１時

午後３時

講義「日本刀鑑定の基礎知識」

実技「日本刀の取り扱いと手入れ方法」

実技「日本刀の鑑賞方法」

実技「日本刀の採寸と調書の作成」

場所　中心市街地コミュニティセンター（鉄の展示館隣）
聴講・見学料　無料

◆３月 20 日（木）　午前９時～午後４時

◆３月 19 日（水）　午前 10 時～午後５時

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています

昨年の様子昨年の様子



　
農
業
委
員
会
で
は
、昨
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、耕
作
放
棄
地
全

体
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
状
況
に
よ
り
、Ａ

分
類（
再
生
利
用
が
可
能
な
荒
廃
農

地
）と
Ｂ
分
類（
再
生
利
用
が
困
難

と
見
込
ま
れ
る
荒
廃
農
地
）に
分
類

し
て
集
計
し
ま
し
た
。昨
年
、耕
作

放
棄
地
の
所
有
者
あ
て
に
実
施
し
た

農
地
活
用
の
た
め
の
意
向
確
認
調
査

や
、営
農
指
導
に
よ
り
農
業
を
再
開

し
た
農
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、農
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
、農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
、厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、今
後
も

土
地
所
有
者
に
耕
作
再
開
の
指
導
や
、

地
域
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
推
進
し
、耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、農

地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
し
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
課
題
で
す
。

　
町
で
は
、「
人
と
農
地
の
問
題
」を

解
決
す
る
た
め
、町
内
の
４
地
区（
坂

城
・
中
之
条
・
南
条
・
村
上
）ご
と
に
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
を

決
め
、そ
の
担
い
手
へ
農
地
の
集
積

を
進
め
る「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作

成
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。農

業
委
員
も
地
域
農
業
を
支
え
る
代
表

と
し
て
、積
極
的
に
プ
ラ
ン
作
成
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、坂
城
地
区
、南
条
地
区

で
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
内
容
を
原
案
と
し
て
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を

進
め
て
い
ま
す
。中
之
条
、村
上
地

区
に
つ
い
て
は
、今
年
度
末
を
目
処

に
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
推
進
し
、農
地
の
有
効
利
用
の
継

続
や
、農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め

る
た
め
、各
都
道
府
県
に
１
つ「
農

地
中
間
管
理
機
構（
農
地
集
積
バ
ン

ク
）」が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
下
図
参
照
）

　
ま
た
、農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
、農
地
の
貸
し
借
り『
利

用
権
設
定
』も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

農
地
で
お
困
り
の
方
は
、町
農
業
委

員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
標
準
小
作
料
制
度
廃
止
に
伴
う

農
地
の
実
勢
借
地
料
に
つ
い
て
、農

地
法
第
52
条
に
よ
る
賃
借
料
情
報

を
提
供
し
ま
す
。こ
の
情
報
は
一
つ

の
目
安
で
す
の
で
、貸
し
手
、借
り

手
双
方
で
話
し
合
い
、納
得
の
う
え

借
地
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
調
査
を
実
施

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」策
定
状
況

　農業者の皆さん、老後生活への備えは
十分ですか。
　農業者年金制度は、少子高齢化に即
応した農業者の公的年金です。農業者が
積み立てた原資とその運用益により、生
涯にわたり年金が受けられる「確定拠出
型積立方式」の年金です。

◆農業従事者なら広く加入できます
◆保険料を自由に選択できます
◆終身年金で80歳までの保証付きです
◆税制上の優遇措置があります
◎加入の申込、お問い合わせは、
　農業委員会へ

農
地
の
貸
借
の
新
し
い
仕
組
み

農
地
の
実
勢
借
地
料
の

情
報
提
供区分

平均値

最大値

最小値

実勢借地料

１１，４３１円

２０，０００円

３，５９７円

出
し
手

市
町
村
が
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
公
告

農
業
委
員
会
に
届
出

ま
た
は

都
道
府
県
知
事
が
農
用
地
利
用
配

分
計
画
を
公
告

受
け
手

（
担
い
手
）

農
地
中
間
管
理
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

新
し
い
貸
借
の
仕
組
み

①
農
地
を
借
受

け（
農
地
中
間

管
理
権
）

②
必
要
な
場
合
は
基
盤
整
備
等

の
条
件
整
備
を
実
施

③
担
い
手（
法
人
経
営
・
大
規

模
家
族
経
営
・
集
落
営
農
・

企
業
）が
ま
と
ま
り
の
あ
る

形
で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
貸
付
け

④
貸
付
け
る
ま
で
の
間
、農
地

と
し
て
管
理

権利
移動

借受け貸付け

10 アール当たり
（田・畑とも同額）

再生可能エネルギー発電施設の設置に係る農地転用許可について
　農地を農地以外の目的に転用する場合、権利者自身が農地を転用するには農地法第４条、所有権の移転や貸借
によって他者の農地を転用するには第５条により、県知事の許可が必要になります。
　最近、売電を目的として農地に再生可能エネルギー設備（太陽光、小水力、風力）を設置する農地転用案件が増
えています。農地には農地区分があり、農地転用が許可できる農地とできない農地があります。再生可能エネル
ギー設備の農地転用をお考えの方は、事前に町農業委員会へご相談ください。

転用許可基準　農地へ設置する場合
農 地 区 分 立 地 基 準 一 般 基 準

農振農用地区域内農地
甲種農地
第１種農地

第２種農地

第３種農地
（都市計画の用途地域内
の農地等）

原則不許可

原則許可

位置的代替性がない場合は許可
（確認方法：事業目的、事業面積、立地
場所等から代替性の有無を判断する）

※法面及び畦畔に設置する場合の取扱い…作付けを行う本地と一体的に農地として取り扱うことから、転用許可が必要。

農地転用の確実性が認められない場合、周
辺農地に係る営農条件に支障を生じる恐れ
が認められる場合は不許可。

【上記の「支障を生じる恐れ」の判断】
①農業用機械の農地への出入りの支障
②日照や通風の制限
③土砂の流出
④設置後のメンテナンスによる営農への支障等
に該当する場合は、許可できない

　
私
は
一
昨
年
春
、長
野
市
か
ら
移
住

し
、坂
城
町
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業

の
担
い
手
と
し
て
、町
内
で
生
食
用
ぶ

ど
う
の
里
親
研
修
を
受
け
な
が
ら
、同

じ
く
担
い
手
と
な
っ
た
丸
山
佳
矩
さ
ん

と
共
に
試
験
ほ
場
の
整
備
と
栽
培
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、将
来
は
仲
間
と
自
分
た
ち

の
ワ
イ
ン
を
製
造
し
た
い
と
い
う
夢
を

も
っ
て
、技
術
は
も
ち
ろ
ん
、経
営
を
含

め
た
研
鑽
を
日
々
積
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、こ
の
一
年
半
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。試
験
ほ
場
の
整
備
で
は
、初

年
度
40
ア
ー
ル
の
整
地
に
続
き
、ぶ
ど

う
棚
敷
設
、農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん
と

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
苗
木
定
植
と
短
期
間

に
多
く
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
試
験
ほ
場
の
整
備
に
当
初
か
ら
携
わ

れ
た
こ
と
は
、こ
の
地
域
に
適
し
た
ワ

イ
ン
ぶ
ど
う
を
見
極
め
る
過
程
を
共
に

自
分
も
共
有
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
と

い
う
意
味
で
貴
重
で
す
し
、２
〜
４
年

後
に
収
穫
さ
れ
る
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
品

質
を
経
験
的
に
習
得
で
き
る
た
め
、今

か
ら
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、県
内
３
例
目
と
な

る
ワ
イ
ン
特
区
に
認
定
さ
れ
、試
験
ほ

場
も
新
た
に
15
ア
ー
ル
拡
充
す
る
な

ど
、ワ
イ
ナ
リ
ー
設
立
と
い
う
将
来
目

標
に
向
け
、大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。今

後
、小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
開
設
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
、私
達
の
よ
う
な

栽
培
農
家
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、玉
村
豊
男
さ
ん
の
ご
講
演
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、町
内
企
業
の
皆
さ

ん
が「
も
の
づ
く
り
の
町
」の
特
性
を
活

か
し
た
醸
造
用
機
器（
除
梗
破
砕
機
等
）

の
開
発
や
製
品
化
を
手
掛
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、工
業
と
農
業
が
連
携
し
た

「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

坂
城
」の
ワ
イ
ン
を

目
指
す
こ
と
は
、大
い
に
魅
力
の
あ
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、こ
れ
ま
で
の
取
組
の
ほ
か
、昨

年
の
夏
か
ら「
長
野
県
ワ
イ
ン
生
産
ア

カ
デ
ミ
ー
」の
第
一
期
生
と
し
て
、県
の

支
援
の
も
と
、栽
培
と
醸
造
の
勉
強
も

開
始
し
ま
し
た
。加
え
て
、近
隣
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
実
際
の
作
業
に
従
事
し
な
が

ら
、坂
城
町
の
環
境
に
適
し
た
栽
培
管

理
が
で
き
る
よ
う
、知
識
と
経
験
の
充

実
と
蓄
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、地
域
の
諸
先
輩
方
に

は
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

失
敗
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
の

　
　育
成
に
つ
い
て

　
毎
年
耕
作
放
棄
地
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、一
向
に
減
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。農
業

者
の
高
齢
化
と
後
継
者
の
減
少

と
い
っ
た
大
き
な
問
題
が
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
る
。現
在「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」の
施
策
な
ど
に

よ
り
新
規
就
農
者
の
育
成
や
集

落
営
農
等
に
よ
る
地
域
再
生
を

進
め
て
い
る
が
な
か
な
か
考
え

が
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

う
。地
域
に
は
土
地
だ
け
で
な

く
遊
休
化
し
て
い
る
建
物
や
施

設（
機
械
）が
あ
る
よ
う
に
思

う
。組
織
の
力
に
よ
っ
て
地
域

に
あ
る
も
の
を
上
手
に
生
か

し
、新
規
就
農
者

な
ど
の
負
担
を

軽
減
し
効
率
的

な
農
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と

思
う
。

◎
坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
５
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
０

ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
の

担
い
手
と
し
て

北
村

　智
洋
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農
業
委
員
会
で
は
、昨
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、耕
作
放
棄
地
全

体
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
状
況
に
よ
り
、Ａ

分
類（
再
生
利
用
が
可
能
な
荒
廃
農

地
）と
Ｂ
分
類（
再
生
利
用
が
困
難

と
見
込
ま
れ
る
荒
廃
農
地
）に
分
類

し
て
集
計
し
ま
し
た
。昨
年
、耕
作

放
棄
地
の
所
有
者
あ
て
に
実
施
し
た

農
地
活
用
の
た
め
の
意
向
確
認
調
査

や
、営
農
指
導
に
よ
り
農
業
を
再
開

し
た
農
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、農
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
、農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
、厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、今
後
も

土
地
所
有
者
に
耕
作
再
開
の
指
導
や
、

地
域
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
推
進
し
、耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、農

地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
し
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
課
題
で
す
。

　
町
で
は
、「
人
と
農
地
の
問
題
」を

解
決
す
る
た
め
、町
内
の
４
地
区（
坂

城
・
中
之
条
・
南
条
・
村
上
）ご
と
に
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
を

決
め
、そ
の
担
い
手
へ
農
地
の
集
積

を
進
め
る「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作

成
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。農

業
委
員
も
地
域
農
業
を
支
え
る
代
表

と
し
て
、積
極
的
に
プ
ラ
ン
作
成
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、坂
城
地
区
、南
条
地
区

で
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
内
容
を
原
案
と
し
て
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を

進
め
て
い
ま
す
。中
之
条
、村
上
地

区
に
つ
い
て
は
、今
年
度
末
を
目
処

に
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
推
進
し
、農
地
の
有
効
利
用
の
継

続
や
、農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め

る
た
め
、各
都
道
府
県
に
１
つ「
農

地
中
間
管
理
機
構（
農
地
集
積
バ
ン

ク
）」が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
下
図
参
照
）

　
ま
た
、農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
、農
地
の
貸
し
借
り『
利

用
権
設
定
』も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

農
地
で
お
困
り
の
方
は
、町
農
業
委

員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
標
準
小
作
料
制
度
廃
止
に
伴
う

農
地
の
実
勢
借
地
料
に
つ
い
て
、農

地
法
第
52
条
に
よ
る
賃
借
料
情
報

を
提
供
し
ま
す
。こ
の
情
報
は
一
つ

の
目
安
で
す
の
で
、貸
し
手
、借
り

手
双
方
で
話
し
合
い
、納
得
の
う
え

借
地
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
調
査
を
実
施

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」策
定
状
況

　農業者の皆さん、老後生活への備えは
十分ですか。
　農業者年金制度は、少子高齢化に即
応した農業者の公的年金です。農業者が
積み立てた原資とその運用益により、生
涯にわたり年金が受けられる「確定拠出
型積立方式」の年金です。

◆農業従事者なら広く加入できます
◆保険料を自由に選択できます
◆終身年金で80歳までの保証付きです
◆税制上の優遇措置があります
◎加入の申込、お問い合わせは、
　農業委員会へ

農
地
の
貸
借
の
新
し
い
仕
組
み

農
地
の
実
勢
借
地
料
の

情
報
提
供区分

平均値

最大値

最小値

実勢借地料

１１，４３１円

２０，０００円

３，５９７円

出
し
手

市
町
村
が
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
公
告

農
業
委
員
会
に
届
出

ま
た
は

都
道
府
県
知
事
が
農
用
地
利
用
配

分
計
画
を
公
告

受
け
手

（
担
い
手
）

農
地
中
間
管
理
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

新
し
い
貸
借
の
仕
組
み

①
農
地
を
借
受

け（
農
地
中
間

管
理
権
）

②
必
要
な
場
合
は
基
盤
整
備
等

の
条
件
整
備
を
実
施

③
担
い
手（
法
人
経
営
・
大
規

模
家
族
経
営
・
集
落
営
農
・

企
業
）が
ま
と
ま
り
の
あ
る

形
で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
貸
付
け

④
貸
付
け
る
ま
で
の
間
、農
地

と
し
て
管
理

権利
移動

借受け貸付け

10 アール当たり
（田・畑とも同額）

再生可能エネルギー発電施設の設置に係る農地転用許可について
　農地を農地以外の目的に転用する場合、権利者自身が農地を転用するには農地法第４条、所有権の移転や貸借
によって他者の農地を転用するには第５条により、県知事の許可が必要になります。
　最近、売電を目的として農地に再生可能エネルギー設備（太陽光、小水力、風力）を設置する農地転用案件が増
えています。農地には農地区分があり、農地転用が許可できる農地とできない農地があります。再生可能エネル
ギー設備の農地転用をお考えの方は、事前に町農業委員会へご相談ください。

転用許可基準　農地へ設置する場合
農 地 区 分 立 地 基 準 一 般 基 準

農振農用地区域内農地
甲種農地
第１種農地

第２種農地

第３種農地
（都市計画の用途地域内
の農地等）

原則不許可

原則許可

位置的代替性がない場合は許可
（確認方法：事業目的、事業面積、立地
場所等から代替性の有無を判断する）

※法面及び畦畔に設置する場合の取扱い…作付けを行う本地と一体的に農地として取り扱うことから、転用許可が必要。

農地転用の確実性が認められない場合、周
辺農地に係る営農条件に支障を生じる恐れ
が認められる場合は不許可。

【上記の「支障を生じる恐れ」の判断】
①農業用機械の農地への出入りの支障
②日照や通風の制限
③土砂の流出
④設置後のメンテナンスによる営農への支障等
に該当する場合は、許可できない

　
私
は
一
昨
年
春
、長
野
市
か
ら
移
住

し
、坂
城
町
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業

の
担
い
手
と
し
て
、町
内
で
生
食
用
ぶ

ど
う
の
里
親
研
修
を
受
け
な
が
ら
、同

じ
く
担
い
手
と
な
っ
た
丸
山
佳
矩
さ
ん

と
共
に
試
験
ほ
場
の
整
備
と
栽
培
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、将
来
は
仲
間
と
自
分
た
ち

の
ワ
イ
ン
を
製
造
し
た
い
と
い
う
夢
を

も
っ
て
、技
術
は
も
ち
ろ
ん
、経
営
を
含

め
た
研
鑽
を
日
々
積
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、こ
の
一
年
半
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。試
験
ほ
場
の
整
備
で
は
、初

年
度
40
ア
ー
ル
の
整
地
に
続
き
、ぶ
ど

う
棚
敷
設
、農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん
と

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
苗
木
定
植
と
短
期
間

に
多
く
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
試
験
ほ
場
の
整
備
に
当
初
か
ら
携
わ

れ
た
こ
と
は
、こ
の
地
域
に
適
し
た
ワ

イ
ン
ぶ
ど
う
を
見
極
め
る
過
程
を
共
に

自
分
も
共
有
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
と

い
う
意
味
で
貴
重
で
す
し
、２
〜
４
年

後
に
収
穫
さ
れ
る
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
品

質
を
経
験
的
に
習
得
で
き
る
た
め
、今

か
ら
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、県
内
３
例
目
と
な

る
ワ
イ
ン
特
区
に
認
定
さ
れ
、試
験
ほ

場
も
新
た
に
15
ア
ー
ル
拡
充
す
る
な

ど
、ワ
イ
ナ
リ
ー
設
立
と
い
う
将
来
目

標
に
向
け
、大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。今

後
、小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
開
設
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
、私
達
の
よ
う
な

栽
培
農
家
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、玉
村
豊
男
さ
ん
の
ご
講
演
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、町
内
企
業
の
皆
さ

ん
が「
も
の
づ
く
り
の
町
」の
特
性
を
活

か
し
た
醸
造
用
機
器（
除
梗
破
砕
機
等
）

の
開
発
や
製
品
化
を
手
掛
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、工
業
と
農
業
が
連
携
し
た

「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

坂
城
」の
ワ
イ
ン
を

目
指
す
こ
と
は
、大
い
に
魅
力
の
あ
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、こ
れ
ま
で
の
取
組
の
ほ
か
、昨

年
の
夏
か
ら「
長
野
県
ワ
イ
ン
生
産
ア

カ
デ
ミ
ー
」の
第
一
期
生
と
し
て
、県
の

支
援
の
も
と
、栽
培
と
醸
造
の
勉
強
も

開
始
し
ま
し
た
。加
え
て
、近
隣
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
実
際
の
作
業
に
従
事
し
な
が

ら
、坂
城
町
の
環
境
に
適
し
た
栽
培
管

理
が
で
き
る
よ
う
、知
識
と
経
験
の
充

実
と
蓄
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、地
域
の
諸
先
輩
方
に

は
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

失
敗
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
の

　
　育
成
に
つ
い
て

　
毎
年
耕
作
放
棄
地
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、一
向
に
減
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。農
業

者
の
高
齢
化
と
後
継
者
の
減
少

と
い
っ
た
大
き
な
問
題
が
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
る
。現
在「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」の
施
策
な
ど
に

よ
り
新
規
就
農
者
の
育
成
や
集

落
営
農
等
に
よ
る
地
域
再
生
を

進
め
て
い
る
が
な
か
な
か
考
え

が
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

う
。地
域
に
は
土
地
だ
け
で
な

く
遊
休
化
し
て
い
る
建
物
や
施

設（
機
械
）が
あ
る
よ
う
に
思

う
。組
織
の
力
に
よ
っ
て
地
域

に
あ
る
も
の
を
上
手
に
生
か

し
、新
規
就
農
者

な
ど
の
負
担
を

軽
減
し
効
率
的

な
農
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と

思
う
。

◎
坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
５
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
０

ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
の

担
い
手
と
し
て

北
村

　智
洋
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僕
は
、
平
成
26
年
度
坂
城
中

学
校
の
生
徒
会
長
に
な
り
ま
し

た
村
田
優
太
で
す
。

　
坂
城
中
学
校
に
は
、
先
輩
方

か
ら
引
き
継
が
れ
た
生
徒
会
の

決
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
新

ア
タ
リ
マ
エ
憲
章
」
で
す
。
こ

の
憲
章
は
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
」、

「
無
言
清
掃
」、「
全
校
が
一
つ

に
な
れ
る
歌
」、「
時
間
を
守
る
」、

「
服
装
を
整
え
る
」、「
相
手
の

立
場
に
な
れ
る
人
権
感
覚
」
と
い
う
６
つ
の
決
り

事
で
す
。

　
僕
が
入
学
し
て
か
ら
見
て
き
た
先
輩
方
の
生
徒

会
活
動
は
、
ア
タ
リ
マ
エ
憲
章
を
全
校
の
み
な
さ

ん
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
活
動
で
す
。

そ
の
活
動
を
や
り
続
け
運
営
す
る
生
徒
会
は
、
と

て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
生
徒
会
を
今
年
度
僕
た
ち
が
引
き
継
ぎ
、

運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
僕
は
ア
タ
リ
マ
エ
憲
章

を
全
校
の
み
な
さ
ん
に
定
着
さ

せ
る
た
め
に
大
切
に
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
呼
び
か
け
合
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ア
タ

リ
マ
エ
憲
章
の
中
の
「
無
言
清

掃
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
清
掃

中
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
「
静
か
に
」
な
ど
と
呼
び

か
け
合
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
無
言
清
掃
が
定
着

し
て
い
き
ま
す
。

　
僕
た
ち
の
役
目
は
、
生
徒
会
を
し
っ
か
り
引
き

継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、

全
校
一
人
ひ
と
り
が
呼
び
か
け
合
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
、
坂
城
中
学
校
を
今
よ
り
も
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

　
食
事
の
マ
ナ
ー
は
、
自
分
自
身
が
ス
ム
ー
ズ
に
気
持
ち
よ
く

食
事
が
で
き
、
そ
し
て
周
り
の
人
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い

た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
箸
と
椀
を
使
う
日
本
の
食

事
で
は
特
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
毎
日
実
践
し
な
が
ら
身

に
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・息子から電話でお金の請求があったら、
オレオレ詐欺を疑うこと

・儲かる話、被害回復は詐欺と思うこと
・不安を覚えたら家族、近隣、親しい人、

警察などに電話してみること
・電話番号が表示される「ナンバーディ

スプレイ」の電話に変えてみる
・電話の留守番機能があれば、利用する

こと
・家族間でしか分からない「合い言葉」

を決めておくこと

テーブルと体の間をこぶし
１つ分開け、背筋を伸ばす。

椀を持つと姿勢がよくなり、
食べこぼしも防げます。

つまむ、切る、裂く、すくうなど、
箸の機能を全て生かせます。

坂城町交番☎・有線 82-2008坂城中学校２学年 村田優太   「坂城中学校生徒会」

認知件数　195件
被害総額　10億8,881万9,366円
１件あたり　約588万円
手口　オレオレ詐欺：32.3％
　　　金融商品等取引詐欺：25.6％
　　　架空請求詐欺：24.1％
被害者の年代別割合
　60代：20.5％ 70代：44.1％ 80代：17％

　この３世代で全体の80％を超えてい
ます。

長野県内の特殊詐欺発生状況
（平成 25 年中）

被害者とならないために

下の箸は動か
さ ず、人 差 し
指と中指で上
の箸だけを動
かしましょう。
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支援センターでの相談（細江家庭相談員）
４日（火）・11日（火）・18日（火）：午後２時30分～４時30分

保育園栄養士による食育相談…随時
お申し込みにより日時を決めています。
離乳食、幼児食、食べ方など、気軽にご相談ください！

保育園での相談

酒井相談員
19日(水)午前９時～午後１時
５日(水)午前９時～午後１時
12日(水)午前９時～午後１時

保育園
南条
坂城
村上

細江相談員
４日(火) 午前9時～午後２時
18日(火) 午前9時～午後２時
11日(火) 午前9時～午後２時

22日（土） 午前中開館日

赤ちゃん小組（毎週水曜日）

５日：さんぽ
12日：親子リズム
19日：お楽しみ会
26日：自由遊び
リーダー：依田　映さん

11日：手塚よし子  講師
　　　「子供の生きる力を強める」
リーダー：太田とよ子さん

14日：お別れ会
28日：自由参加
リーダー：飯島一乃さん

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）

スコーレ母親教室

　子育て支援センターは、遊び、行事、子育てグルー
プ活動など、多くの皆さんにご利用いただいています。
　ママさん、育メン、育バァバ、育ジィジの子育てを
応援していきます。気軽に遊びに来てください。子育
て支援センターの場所は、下の地図をご覧ください。

山城美知子さん（上五明）
お孫さんの武藤琉斗くん（６才）
　　　　　　　叶大くん（３才）

水分補 給にお茶、おむ つ、
お し り ふ き 、お 手 ふ き 、
ティッシュ、着替え、ゴミ袋

20日（木） 午後１時ボランティア懇話会

18日（火） 午前10時おはなしでてこい

13日（木） 午前10時お祝い会と入園に向けての試食会

８日（土） 午前中開館日

　ママの実家に、年末年始で高崎からお泊
りに来ました。小さい時はバァバの家に来
ると、いつも支援センターに遊びに行って
いたので、今日は「支援センターへ行きた～
い」と言って連れて来てもらいました。色ん
なおもちゃをいっぱい出して、「たのしかっ
たよ！」　片付けも上手！とってもきれい
にしてくれました。ありがとうね。

昭
和

橋

坂城

日
名

沢
川

坂城
小学校
坂城
小学校

坂城駅
坂城町
役場

坂城
大橋

田町

18

坂城
郵便局

子育て
支援センター
（坂城保育園２階）

田町
十王堂

千曲川

し
な
の
鉄
道
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10 日（月）、24 日（月）
午前 10 時～午後３時
坂城テクノセンター

ハローワーク
出張相談

心配ごと
相 談

粗大ごみの回収に合わせて、ビン・缶・ペットボトル・
布類・有害ごみ・プラスチック容器包装・紙容器包装・
古紙類の収集を行う「サンデーリサイクル」を実施し
ています。

16 日（日）　午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園駐車場

10 日（月）、20 日（木）
午前９時～正午
役場第４会議室（３階）

10 日は司法書士、20 日は弁護士による法律相談を合
わせて開設。法律相談をご希望の場合は、原則前日ま
でに社会福祉協議会【☎・有線 82-2551】へお申し込
みください。（ただし、当日受付も可）

14 日（金） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 19 日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、３月 11 日（火）までに住民
環境課住民係【☎82-3111（内線 122）有線 88-1022】
へお申し込みください。

12 日（水）役場第５会議室（３階）
26 日（水） 文化センター相談室
午後１時 30 分～４時

障がい者（児）
相 談

２日（日）

９日（日）

16 日（日）

21 日（金）

23 日（日）

30 日（日）

安里医院
中沢医院
坂口整形外科
柳沢歯科医院

松尾医院
千曲中央病院
小宮山歯科医院

やまざき医院
兒玉医院
中沢内科医院
林歯科医院

さかき生協診療所
菅谷医院
安川整形外科クリニック
大村歯科医院

森本眼科クリニック
千曲中央病院
宮島歯科医院

村上堂大井クリニック
島田クリニック
かつの耳鼻咽喉科
大塚歯科クリニック

【千曲市内川】
【千曲市小島】
【千曲市屋代】
【千曲市稲荷山】

【 立 町 】
【千曲市杭瀬下】
【 立 町 】

【千曲市上徳間】
【千曲市寂蒔】
【千曲市稲荷山】
【千曲市上山田】

【 中 之 条 】
【千曲市稲荷山】
【千曲市屋代】
【千曲市戸倉】

【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市粟佐】

【 網 掛 】
【千曲市小島】
【千曲市粟佐】
【千曲市上山田】

☎(026)275-7800
☎(026)272-0131
☎(026)273-8680
☎(026)273-5638

☎・有線82-2013
☎(026)273-1212
☎・有線82-2029

☎(026)276-2700
☎(026)272-4300
☎(026)272-1013
☎(026)275-1064

☎・有線82-0101
☎(026)272-1024
☎(026)273-6611
☎(026)275-0066

☎(026)285-0020
☎(026)273-1212
☎(026)273-3064

☎81-3131
☎(026)273-8788
☎(026)274-3387
☎(026)276-5508

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
合は、電話・新聞などでご確認ください。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ホ
コ
リ
な

ど
が
付
く
と
、火
災
を
感
知
し
に
く

く
な
り
ま
す
。半
年
に
１
回
は
清
掃

し
、定
期
的
に
作
動
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
今
年
の
防
火
標
語
】

　
消
す
ま
で
は

　
　
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

健 診 対 象 児 集 合 日 時
４か月児健康診査

10か月児健康相談

２歳児健康相談

７か月児健康相談

平成25年11月生

平成25年８月生

平成25年５月生

平成23年10月19日生
　～23年12月31日生

　6 日（木）午後１時

10 日（月）午後１時

13 日（木）午前９時

20 日（木）午前９時

19 日（水）午前９時

平成22年９月16日生
　～22年10月31日生

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

３歳児健康診査
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定時放送の時間

2 日（日）

5 日（水）

9 日（日）

11 日（火）

16 日（日）

20 日（木）

23 日（日）

26 日（水）

27 日（木）

30 日（日）

楽しい民話

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です　

楽しい民話

川　　柳

楽しい民話

こちら１１９番

明るい消費生活

楽しい民話

塩ざけを池へ放す話
鼠　玉井かつ子さん

消費税・地方消費税の確定申告
上田税務署

天狗に腕を貸した和尚
北日名　春日秀子さん

交通事故防止
坂城町交番　

絵姿女房
込山　岡田由貴子さん

ＪＡ文芸から
選者　中沢月人さん

酒のはじまり
金井　青木典子さん

林野火災の防止
消防署

最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

娘のなぞなぞ
鼠　玉井かつ子さん

町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前 10 時～午後６時

☆おはなし会
　15 日（土）午前 10 時 30 分～
　おはなし会は、毎月第３土曜日の午前 10 時 30 分からです。
☆ちいさなおはなし会
　22 日（土）午前 11 時～
☆点字・点訳講座
　４日（火）・18 日（火）午後２時～    講師：山口静枝さん

☆おすすめの本
ふるさと坂城の地名

（編：ふるさと坂城の地名編集委員会／さ
かき歴史同好会）
　さかき歴史同好会の面々が、10年余をかけ、
町内を足で歩いて集めた地名の情報。南条、中
之条、坂城、村上に大きく分けて、「小字」まで
詳しく解説している。1万分の１の地図上に書
き込まれた「小字」の多さに驚かされる。対比
して見られる航空写真も掲載。地名学や地名の
調査の基本についても、わかりやすく解説。古
地図8点をカラー口絵に収録。町民なら一度は
目を通したい力作です。

☆一般図書
・園芸「コツ」の科学　植物栽培の「なぜ」がわかる
　（著：上田善弘／講談社）
・あなたの知らない長野県の歴史
　（監修：山本博文／洋泉社）
・世界の自転車ミュージアム　サイクル・ギャラリー・ヤガ

ミの名品たち
　（著：八神史郎／彩流社）

☆児童図書
・くらしにつながるノーベル賞
　（監修：若林文高／文研出版）
・ぐりとぐら　てんじつき さわるえほん
　（さく：中川李枝子　え：大村百合子／福音館書店）
・ダヤン妖精になる
　（著：池田あきこ／ほるぷ出版）

日

２
９
16

月

３
10
17

水

５
12
19
26

木

６
13
20
27

金
３
７
14
21
28

土
１
８
15
22
29

が休館

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

世帯数：　６，００１世帯　（－  7）
人　口：１５，７６９人　　（－12）
　男　：　７，７６５人　　（－  3）
　女　：　８，００４人　　（－  9）

※（　）は前月比

件　数：　４件　　累計　　４件　（－  3）
死　者：　０人　　累計　　０人　（±  0）
負傷者：　４人　　累計　　４人　（－  4）

※累計は１月から、（　）は前年比

【平成 26 年２月１日現在】

【平成 26 年１月中】

「広報さかき」への
ご意見・ご要望をお寄せください

企画政策課まちづくり推進室
☎８２－３１１１（内線２２３）
有線８８－１０１０
ＦＡＸ８２－８３０７
Ｅメール　kikaku@town.sakaki.nagano.jp

◎有線本部　☎８２－３１１１（内線２２２）
　　　　　　有線８８－１０００

24 3123 30

火

４
11
18
25
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第４分団消防ポンプ自動車

会
場
中
に
響
き
渡
る
感
動
の
演
奏

南
条
小
金
管
バ
ン
ド
部  

さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト

　１月 25 日（土）、坂城テクノセンターで、
南条小学校金管バンド部（南条 HAPPY 
BRASS）の「さよならコンサート」が開催
されました。
　今年度は、４年生から６年生までの
40 名で活動し、「東海小学校バンドフェ
スティバル」で金賞を受賞、「国民文化
祭」に招待されるなど、めざましい活躍
をされてきました。
　当日、子どもたちは、これまでの練習
の成果を発揮して、日頃から応援してく
ださった全ての方々への感謝の気持ち
と「ハッピー」が届くよ
うに精一杯演奏し、会場
に詰めかけた大勢の来
場者の皆さんを魅了し
ていました。

　
１
月
30
日（
木
）、消
防
団
第

４
分
団（
中
之
条
）の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
と
町
の
福
祉
バ
ス
が
、

そ
れ
ぞ
れ
新
車
両
に
更
新
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
４
分
団
の
旧
消
防
車
両
は
、

平
成
２
年
か
ら
24
年
間
に
わ
た

り
、中
之
条
地
区
を
中
心
に
、地

域
の
防
災
・
防
火
の
た
め
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、新
型

車
両
で
地
域
防
災
力
の
向
上
と

地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、予

防
消
防
を
は
じ
め
と
す
る
消
防

団
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、新
し
い
福
祉
バ
ス
は
、

29
人
乗
り（
運
転
席
含
む
）で
、

町
内
の
福
祉
団
体
な
ど
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。ご
希
望
の

団
体
は
、坂
城
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
・
有
線
８
２―

２
５
５

１
）に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

消防団第４分団の消防ポンプ自動車と
町福祉バスを更新

今後の活躍に期待！

第４分団消防ポンプ自動車

福祉バス


